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地磁気Sq場の長期変化とその要因

Long-term variation of geomagnetic Sq filed and its cause
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　地磁気Sq場は主に電離層を流れる電流で生じているので、特にその水平2成分の長期変化は電離層電流、ひ

いては熱圏の長期変化を知るために有用である。特に電離層Sq電流が及ぼすアンペール力は熱圏大気昼夜圧力

差と極めて良い相関を示すことから、過去の地磁気データから過去のアンペール力を評価することにより当時

の熱圏圧力差を見積もることができる。さらに太陽活動度との高い相関を踏まえればアンペール力から過去の

太陽活動度の変遷も地磁気データから評価できることになる。その結果、Sq場から評価された熱圏圧力差の長

期変化はほぼ太陽活動度のみに起因していると見なせることが示された。 

　発表時にはさらに電気伝導度や主磁場永年変化との関係についても触れる予定である。
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